
院 内感染対策指針

大 村 入 国 管 理 セ ン タ ー 診 療 室

（院内感染対策の基本理念、）
第 1 条 入 国者収容所大村入 国管理セ ン タ ー診療室 （以下 「診療室」 と い う 。 ） 内 の

感染症に対する 予防及び発 生 に適切に対応す る た め ， 本指針を 定 め る 。
2 感染症 に 対す る 予防及び発 生 に 対 し て は ， 「感染症の予防及 び感染症 の 患者に対

す る 医 療 に 関す る 法律J ， 「被収容者処遇規則 J ， 「入国者収容所大村入 国 管理セ ン
タ ー被収容者処遇細員ljJ 及びそ の他の 関連通達に よ る ほ か本指針に よ り 措置 す る 。

3 感染症発生の 防止 に留意 し ， 感染症等発生の場合 に は そ の原因の速やかな特定，

制圧及び終息を図 る こ と が重要であ る こ と を認識 し ， 診療室の総力 を 結集 し て ， 適
切 な措置 を講ず る。

（管理体制）
第 2 条 診療室長 を ， 感染症対策責任者 （以下 「責任者」 と い う 。 ） と し ， 責任者は

診療室に お け る 感染症に対す る 予防及び発生に適切に対応する た め ， 診療室勤務の
医師 （常勤又は非常勤の 医師， 以 下 I医師」 と い う 。 ） の協力 を 得 て ， 次 に 掲 げ る
感染症 に 関 す る 対策 を行 う 。
① 感染症対策指針及びマ ニ ュ アルの作成 ・ 見直 し
② 感染症対策 に 関 す る 資料収集 と 職員への周知
③ 職員研修の企画
④ 感染症の予防 と 発生時にお け る 適切な措置

（通報等）
第 3 条 医師は， 次 に掲 げ る 者 を診断 した と き は， 直 ち に次長 を 介 し所長に報告 す る 。

① 一類感染症， 二類感染症， 三類感染症， 無症状病原体保有者及び新感染症の擢
患の疑いが あ るも の

② 四類感染症の う ち ， 後天性免疫不全症候群， 梅毒， マ ラ リ ア そ の他厚生労働省

令で定め る （無症状病原体保有者 を含む。 ） も の
2 所長 は ， 感染症の発生又はそ のおそれが あ る と 報告 を 受 け た と き は， 被収容者処

遇規則第 3 2 条 に基づ き ， 直 ち にそ の者を隔離す る と と も に ， 保健所に通報 し ， 消

毒 を 施す等必要な措置 を 講ず る 。



（職員研修）
第 4 条 責任者は ， 感染症対策 の基本的考 え及びマ ニ ュ ア ノレにつ いて職員 に周 知 を 図

る た め ， 職員 を 対象 と す る 研修 を 実施する。

（感染症発生時の対応等）
第 5 条 所長は ， 第 3 条 に よ り 報告 を 受 け た と き は， 速やかに発生の原因 を 究明 し ，

改善策そ の他必要な措置に つい て職員に周知す る。
2 職員 は， 感染症対策マ ニ ュ アルに基づ、 き ， 感染対策に努 め る 。
3 責任者は， 必要に応 じ て ， 被収容者に対す る 説明 を行 う と と も に ， 感染防止措置

について の協力 を 求 め る。
4 発生時の迅速な対応

感染症の発生動向等か ら ， い ち 早 く 感染源等 を 特定 し ， 制圧 の初動体制 を 含 め て
迅速な対応が行 え る よ う に感染 に 関 わ る情報管理を適切に行 う と と も に ， 感染症が
拡大 し な い よ う に可及的速やかに制圧 し終息を 図 る 。

報告が義務付 け ら れて い る 病気が特定 された場合には， 速やかに保健所に報告す
る 。
( 1 ） 個 々 の感染症例 に つ い て は ， 専門医に相談 しつつ治療す る。
( 2 ） 感染症の治療 に 際 し て は ， 他の患者及び周辺への感染の拡大を防止 し つつ ，

適切に実施す る 。

( 3 ） 集団発生ある いは異常発生が考え られる と き は， 地域保健所 と 連絡 を 密 に し
て対応す る 。

5 手指衛生

( 1 ） 手指衛生の重要性を認識 し ， 患者ケ ア の前後においては， 必ず， 手指消毒用 ア
ル コ ール製剤に よ る 擦式消毒若 し く は石鹸あ る い は抗菌性石鹸 と 流水 に よ る 手洗
し 、 を行 う 。

( 2 ） 自 に 見 え る 汚れが あ る 場合は， 必ず石鹸 あ る い は抗菌性石鹸 と 流水に よ る 手洗
いを行 う 。 ま た ， ア ル コ ーノレに抵抗性 の あ る 微生物に考慮 し て ， 適宜石鹸 と 流水
若 し く は抗菌性石鹸 と 流水 に よ る 手洗い を 追加す る 。

( 3 ） 手拭 き タ オルは， 使い捨て のペーパータ オルを使用 す る 。

6 微生物汚染対策用製品の適正活用
( 1 ） 血液， 体液， 分泌物， 排池物あ る い はそ れ ら に よ る 汚染物 な どの感染性物質に

よ る 接触汚染又 は飛沫汚染 を 受 け る 可能性が あ る 場合は， 手袋， ガ ウ ン， ゴー グ
ル及びマ ス ク な ど を使用 す る 。

( 2 ） 手袋を着用 し た安心感か ら 汚染物な どを扱っ た手袋で色々 な も のに触れ な い よ



う に 注意す る。 ま た ， 使い捨て手袋は， 再使用す る こ と な く 患者の措置 ご と に 交
換する。

( 3 ） 呼吸器症状の あ る 患者には， 咳 に よ る 飛抹汚染 を 防止す る た め に ， サ ー ジ カ ル

マ ス ク の着用 を要請 し ， 微生物汚染の拡大を防止す る 。
7 消毒薬の適正使用
( 1 ） 生体消毒薬 と 環境用 消毒薬は， それぞれ区別 して使用する。 た だ し ， ア ル コ ー

ル は ， いずれに も使用 さ れ る 。

( 2 ） 生体消毒薬は， 皮膚損傷及 び組織毒性な どに留意 して使用 を す る 。
( 3 ） 塩素製剤 な ど を環境用 消毒薬 と して使用 す る 場合は， そ の副作用 に 注意 し ， 濃

度 の 高 い も の を広範囲に使用 し な い。
( 4 ） 環境の汚染除去 （清浄化） の 基本 は清掃であ り ， 環境消毒を必要 と す る 場合は，

？青拭消毒法に よ り 汚染個所に 対 し て行 う 。

8 診療施設の環境清浄化
( 1 ） 限 ら れ た ス ペース を有効 に 活用 し ， 清潔 と 不潔 と の 区分に心が け る。
( 2 ) 流 し な ど の水場の排水 口 及 び湿潤部分な ど は ， 汚染 さ れ て い る も の と 考 え ，

水 の跳ね返 り に よ る 汚染に留意する。

( 3 ） 床 に近い棚 （床 か ら 3 0 セ ンチ以内） に ， 清潔な機材を保管 し な い。
( 4 ） 薬剤及び医療器材の長期保存 を避け る 工夫 を す る 。
( 5 ） 床 な と。の水平面 は時期 を 定 め て 定期的に清掃を行い， 壁やカ ーテ ン な ど の垂直

面は， 汚染が 明 ら かな場合は清掃又 は洗濯す る 。

9 診療時 にお け る 医療関連感染防止
( 1 ） 注射針の刺 し防止 の た め の リ キ ャ ッ プを原則 と し て禁止す る 。
( 2 ） 採血管な ど の採血用容器やそ の他の物 を手に持 っ た ま ま ， 血液な どの入っ た針

っ き 注射器 を操作 し な い。
( 3 ） 廃棄専用容器 を 対象別 に 分 け て 配置す る。
( 4 ） 使 用 済み注射器 （針付 き の ま ま ） ， そ の他 ， 鋭利 な機具に つ い て は ， 専用 の 安

全廃棄容器を用意する。

( 5 ） ワ ク チ ンの接種に よ っ て職業感染予防が可能な疾患に対 し て は， 当 該 ワ ク チ ン

を接種す る 体制 を確立す る。
( 6 ） 結核な ど の空気予防策 が必要 な患者に接す る 場合 に は ， N 9 5 以上の微粒子用

マ ス ク を着用する。

1 0 隔離等への助言
他 の被収容者 を感染症 か ら 保護又 は周辺に感染症を拡大 さ せ な い た め ， 感染症患



者の隔離のほか， 次 の措置を 取 る よ う に処遇部門首席入国警備官 に助言す る 。
( 1 ） 空気感染又 は飛沫感染する感染症では， 患者にサー ジカルマ ス ク を 着用 さ せ る。
( 2 ） 空気感染又 は飛沫感染する 感染症で隔離す る 必要があ る場合は， 移送 を 担 当 す

る 関係者 に感染防止策 と し て N 9 5 微粒子用 マ ス ク を着用 さ せ る な ど し て適切

な施設 に移送す る。
( 3 ） 接触感染する感染症で， 入院を必要 と す る 場合は， 感染局所を安全な方法で被

覆 し て適切 な施設 に移送す る 。

1 1 消化管感染症対策 ＼ 

( 1 ） 糞便や吐物 で汚染 さ れた箇所は， そ の都度消毒す る。
( 2 ） 床面等に幅吐 し た場合は， 手袋及びマ ス ク を着用 し て ， 重ねたテ ィ ッ シ ュ で拭

き 取 り ， ポ リ エ チ レ ン袋に密閉する。 汚染箇所の消毒は， 次亜塩素酸ナ ト リ ウ ム
を 用 い消毒する。

( 3 ） 汚染箇所 を ， 一般用掃除機で清掃す る こ と は， 汚染を空気中 に飛散 さ せ る 原 因
と な る ので行わない。

1 2 抗菌薬の適正投与
抗菌薬 を 不適切に用 い る と 耐性株 を 生み出す危険性が あ る の で， 抗菌薬を投薬す

る 際は可能な限 り 短い期間 と す し ， 必要に応 じ て 専 門 医 に相談す る。

1 3 医薬品 の微生物汚染防止
微生物汚染 を防止 す る ため 生理食塩液やブ ド ワ 糖液 （ 5 %） な ど の 注射剤の 分割

使用は行わ ない。

1 4 患者への情報提供 と 説明
感染症対策責任者か ら報告を受け た所長が必要が あ る と 認め る と き は ， 患者本人

に対 し て ， 感染症対策責任者が疾病 の説明 と と も に感染防止 の基本的な対応 な ど に

ついて説明 し ， 協力 を 求 め る 。 ま た ， 必要に応 じ て 患者以外の被収容者に対 し て も
説 明 を 行 う 。



参考

1 疾患及び病態等 に応 じ た感染経路別 の 区分

( 1 ） 空気感染
① 麻疹， ② 水痘， ③ 結核， ④ 重症急性呼吸器症候群 （SARS） ， 高病

原性鳥イ ン フ ノレエ ンザ等のイ ン フ ルエンザ， ⑤ ノ ロ ウ イ ルス の感染症等 も
状況に よ っ て は， 空気 中 を 介 して感染の可能性 を 有

( 2 ） 飛沫感染
① 侵襲性 B 型 イ ン フ ルエ ンザ菌感染症 （髄膜炎 ， 肺炎 ， 喉頭炎及び敗血

症 を含む。 ） ， ② 侵襲性髄膜炎菌感染症 （髄膜炎 ， 肺炎及び肺炎 を含む。 ） ，
③ 重症細菌性呼吸器感染症 （ ジ フ テ リ ア ， マ イ コ プ ラ ズマ肺炎， 百 日 咳，

肺ペス ト ， ④ ウ ィ ルス感染 （ ア デ ノ ウ ィ ルス ， イ ン フ ルエ ンザ， ム ンプ

ス （流行性耳下腺） ウ ィ ル ス ， パルボ ウ ィ ルス ， 風疹 ウ ィ ルス ） ⑤ 新興
感染症 （重症性呼吸器症候群， 高病原性鳥イ ン フ ルエ ンザ） ⑥ その他

( 3 ） 接触感染 （直接的接触 と 環境 ・ 機器等 を 介 し て の 間 接的感染）
① 感染症法に基づ く 特定微生物の 胃腸管， 呼吸器， 皮膚及び創部の感染あ

る い は 定着状況 （以下重複あ り ） ， ② 条件に よ っ て は環境で 長 期 に 生存
す る 菌 （MRSA, VRE 及び MDRP な ど） ， ③ 小児にお け る RS ウ ィ ルス ，
パ ラ イ ン フ ノレエ ンザ ウ ィ ルス 3 ノ ロ ウ ィ ルス 及び腸管感染症 ウ ィ ルス ， ④

接触感染性の強い， あ る いは， 乾燥皮 膚 に起 こ り え る皮膚感染症 （ ジ フ
テ リ ア （皮膚） ， 単純ヘルベス ウ ィ ル ス 感染症 （新生児 あ り は粘膜皮膚炎
感染） ， 濃疹 （適切 に被覆 さ れて い な い 大 き な膿蕩， 蜂寵織炎及 び祷癒 ，
鼠寄生症， ， m癖， 乳幼児 におけ る ブ ド ウ 球菌姉， ） 帯状癌疹

（エ） ウ ィ ルス 性出血熱 （エ ボ ラ ， ラ ッ サ， マールブル グ及 び ク リ ミ ア ・ コ ン ゴ出
血熱が あ る 。 こ れ ら の疾患については， 最近， 飛沫感染 の疑いが あ る も の と さ
れ て い る 。 ）

2 感染症別 の 区分
( 1 ） 一種感染症

① エ ボ ラ ， ② ク リ ミ ア ・ コ ン ゴ出血熱， ③ 癌癒， ④南米出血熱， ⑤
マールブルグ， ⑥ ラ ッ サ及び⑦ ベ ス ト 等

( 2 ） 二種感染症
① ポ リ オ， ② 結核， ③ ジ フ テ リ ア及び， ⑤ 重症性呼吸器症候群 （SARS

コ ロ ナ ウ イ ルス 菌 に よ る も の に限る。 ）

( 3 ） 三種感染症



① コ レ ラ ， ② 細菌性赤痢， ③ 腸管出血性大腸菌感染症 ， ④腸チ フ ス及
び， ⑤ノミ ラ チ フ ス

( 4 ） 四種感染症

① E 型肝炎 ， ② A 型肝炎， ③ 黄色熱， ④ Q 熱， ⑤狂犬病 ， ⑥炭 ⑦ 
鳥イ ン フ ルエ ンザ， ③ボ ツ リ ヌ ス 症， ③マ ラ リ ア 及び， ⑨野兎病な ど

( 5 ） 五種感染症

附則

① イ ン フ ルエ ン ザ， ② ウ イ ノレス 性肝炎 （A 及び E 以外） ， ③ ク リ プ ト

ス ポ リ ジ ウ ム症， ④ 後 天性免疫不全症候群， ⑤ 性器 ク ラ ミ ジア感染症，
⑥ 梅毒， ⑦ 麻疹及び， ③ MRSA 感染症な ど

こ の指針は， 平成 2 4 年 9 月 1 2 日 か ら 実施す る 。

こ の指針は， 平成 2 5 年 4 月 1 日 か ら 実施す る。
こ の指針は ， 平成 2 8 年 3 月 1 日 か ら 実施す る。


